
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨今、介護福祉は実務者による研究発表の機会が多くみられるようになって

きました。介護福祉士が行う「介護福祉実践」とは何かが問われる中、自らの

実践を振り返るこうした活動は今後ますます重要なものとなってきます。 

そこで、日本介護福祉学会では、実務者が行う実践報告や研究活動を支援す

るため、介護福祉実務者のための研究セミナーを開催します。 

介護福祉実務者の皆様におかれましては、ご自身の実践上の悩みや職場の課

題を解決するために、学術研究の手法を学び、研究活動や介護福祉実践を深め

るきっかけとしていただきたいと思います。 

実務者の研究活動に関心のある会員の皆様の参加もお待ちしています。 
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２０１８年度 日本介護福祉学会 関東地区公開講座 【介護福祉実務者向け】 

２ 
2019 年  

２４ (日) 

日時 ２０１９年２月２４日（日）１３時～１６時（受付１２時３０分～） 

場所 大妻女子大学千代田キャンパス F棟 ６４４教室 

東京都千代田区三番町１２番地（半蔵門駅徒歩８分） 

対象 研究の手法を実践に取り入れたい介護福祉実務者及び日本介護福祉学会員 

定員 ５０人 

参加費 一般 ５００円  会員 無料 

内容 １３時００分 開会の挨拶、本講座の趣旨 

   １３時１５分 【講演】実践研究のガイダンス（仮）  

須加美明氏（目白大学 人間学部 人間福祉学科 教授） 

   １４時３０分 【パネルディスカッション】実践研究の取り組み方 

           高齢・障害それぞれの研究活動の事例報告の後、 

パネルディスカッションを行います。 

   １５時５０分 閉会の挨拶、事務連絡 （１６時００分 終了） 

   ※内容は一部変更になる場合があります。 

申込 裏面の参加申込書を下記の宛先に送付するか、又は 

右の QR コード（申込フォーム）からお申込み下さい。 

Fax ０４８－８７８－３５５８ 

E メール ke.aoyagi@urawa.ac.jp 

締切 ２０１９年２月１５日（金） 

主催 日本介護福祉学会 

後援 千代田区 



 

参加申込書 

氏名  

種別 ※当てはまるもの全てに○を付けてください。 
 
会員 ・ 非会員 ・ 実務者 ・ 研究者 ・ 学生 ・ その他 

  

所属  

電話番号  

E メール  

関心領域 
 
介護福祉についてご関心をお持ちの領域に○を付けてください。 
 
1 原理・理論    5 運営管理      9 ケアマネジメント 

2 制度・政策    6 歴史        10 災害・介護福祉 

3 技術・方法論   7 施設介護      11 他関連分野 

4 教育・実習    8 地域・在宅介護   （         ） 
 

研究方法 
 
研究方法について知りたいことに○を付けてください。 
 
1 研究課題の設定の仕方   4 アンケートなど量的調査の方法 

2 仮説の作り方       5 インタビューなど質的調査の方法 

3 資料収集と分析の方法   6 その他（            ） 
 

相談等の

希望 

 
研究の個別相談や実践者と研究者の共同研究などを希望しますか。 

当てはまるもの全てに○を付けて下さい。 
 
1 個別相談したい  2 共同研究を行いたい  3 希望しない 
 

関心を持

っている

テーマ 

 
実務上の疑問や実践研究について知りたいことなどをご自由にお書

きください。ご記入いただいた内容は、パネルディスカッションや

今後のセミナーの企画などに活用いたします。 
 
例）実践報告や発表をどうまとめたら良いか、おむつ交換が早いことは良い介護か、

自分の介護は利用者に対して「やらせる」ことになっていないか、など 

 

 

 

 

 

 
  

FAX（０４８－８７８－３５５８） E メール ke.aoyagi@urawa.ac.jp 


